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令
和
元
年
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月
２
２
日
 
第
２
３
号
 

 

記
事
紹
介
 
：
☆
ご
案
内
 
五
領
ふ
る
さ
と
祭
り
 
☆
五
領
小
学
校
前
交
差
点
が
危
険

 
☆
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五
領
 
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
（
も
み
わ
広
場
）
見
学
報
告

 

編
集
部
 ：
高
槻
市
市
議
会
、
議
長
、
副
議
長
、
会
派
構
成
も
決
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
活
動
に
な
る
か
、
見
守
り
ま
し
ょ
う
 

次
回
「
守
る
会
」
定
例
会
は
、
７
月
は
、
第

4
土
曜
日
１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０
、 

に
時
間
変
更
し
て
、
上
牧
公
民
館
（
上
牧
町
本
澄
寺
前
）
で
開
催
ま
す
。
 

連
絡
は
、
事
務
局
村
井
（

m
asa

5
6
9
@
tc
n
.
za
q
.
ne
.
j
p）

 迄
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
                   

五
領
ふ
る
さ
と
祭
り

 

本
年
も
下
記
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

 
実
施
日
 
：

 
７
月
２
７
日
（
土
曜
日
）

 
時
間
 
 
：

 
１
７
：
０
０
 
～
 
２
１
：
０
０

 
場
所
 
 
：

 
五
領
小
学
校
 
校
庭

 
 毎
年
評
判
の
催
し
物
と
沢
山
の
屋
台
が
今
年
も
準

備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 
老
い
も
若
き
も
誘
い
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
！
！

 
特
に
、
盆
踊
り
の
踊
り
手
さ
ん
、
沢
山
参
加
お
願
い

し
た
い
と
言
う
事
で
す
。

 
         

五
領
小
学
校
前
交
差
点
が
危
険

 
こ
の
都
市
計
画
道
路
十
三
～
高
槻
線
が
国
道
１
７
１
号
線
と
、
五
領
小
学
校
目
で
接
続

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
、
五
領
小
学
校
前
の
交
差
点
が
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
、
多
く
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
筆
者
の
現
場
検
証
の
際
、
歩
行
者
と
し
て
実
際
危
険
な
状
況
を
体
験
、
早
急
に

信
号
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
必
要
性
を
体
感
し
ま
し
た
。
 

 
 
 

 
パ
タ
ー
ン
１

 

 
 
 

 
 

        

 パ
タ
ー
ン
２

 

 

ご
案
内

 

次
回
、
７
月

 
「
高
槻
・
五
領
の
環
境
と
こ
ど
も
の
未
来
を
守
る
会
」
定
例
会

 
お
知
ら
せ

 
開
催
時
間
変
更

 
：
 
７
月
２
７
日
（
土
）
 
１
４
：
０
０
～
１
６
：
０
０

 
五
領
ふ
る
さ
と
祭
り
開
催
に
伴
い
、
７
月
の
「
守
る
会
定
例
会
」
は
開
催
時
間
を
変
更
し
ま
す
。 

①
 
１
７
１
号
線
横
断
歩
道
信
号
と
十
高
線
か
ら

１
７
１
号
線
へ
出
る
車
道
信
号
が
同
時
に
「
青
」
を

表
示
。
 

②
 
歩
行
者

A
が
歩
き
出
す
と
同
時
に
、
車
Ｂ
が
す

ぐ
横
に
迫
る
状
況
。
 

③
 
車
Ｂ
の
信
号
は
通
常
の
青
信
号
で
あ
り
、
か

つ
、
車
線
の
構
造
よ
り
、
運
転
手
は
、
右
折
の
認
識

が
薄
く
、
す
ぐ
前
に
あ
る
歩
行
者
信
号
は
当
然
「
赤
」

で
あ
る
と
錯
覚
し
や
す
い
。
 

④
 
車
Ｃ
は
隣
車
の
陰
に
な
り
、
歩
行
者
の
認
識
に

支
障
を
き
た
す
。
 

⑤
 
小
学
校
横
の
道
か
ら
南
行
す
る
車
Ｄ
は
、
車

Ｂ
，
Ｃ
に
進
路
を
妨
げ
ら
れ
行
き
場
を
失
う
。
 

 
 

 ⑥
 
十
高
線
を
渡
る
歩
行
者
Ｅ
は
１
７
１
号
線
西

行
か
ら
左
折
す
る
車
Ｆ
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
。

 
⑦
 
１
７
１
号
線
西
行
か
ら
左
折
す
る
車
Ｆ
（
特
に

大
型
車
）
に
と
っ
て
、
十
高
線
を
渡
る
歩
行
者
Ｅ
（
特

に
遅
れ
て
渡
っ
て
く
る
歩
行
者
Ｇ
）
の
視
認
の
困
難

性
が
あ
る
。
ま
た
、
歩
行
者
を
後
輪
に
巻
き
込
む
危

険
性
も
高
い
。

 



2     

メ
デ

ィ
ア

テ
ー

ク
五

領
（

上
牧

・
五

領
地

区
に

図
書

館
を

つ
く

る
会

）
の

皆
様

、
総

勢
１

１

名
は

５
月

２
３

日
、

片
道

２
時

間
半

の
行

程
を

岡
山

県
瀬

戸
内

市
へ

、
そ

の
設

立
方

法
と

と
も

に
内

容
も

斬
新

な
図

書
館

と
し

て
有

名
に

な
っ

て
い

る
“瀬

戸
内

市
民

図
書

館
（

も
み

わ
広

場
）

の
見

学
に

行
き

ま
し

た
。

 
                      

      

 
図
書
館
見
学
記
 
 
 
 
 

https://lib.city.setouchi.lg.jp
/ 

 
瀬
戸
内
市
民
図
書
館

 
（
も
み
わ
広
場
）
見
学

 

瀬
戸
内
市
民
図
書
館
見
学
の
感
想

 
 

大
阪
府
高
槻
市
上
牧

(か
ん
ま
き

)か
ら
岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
（
お
く
）
、
地
名
の
難
し
く

読
め
な
い
と
こ
ろ
か
ら
読
め
な
い
地
域
へ
図
書
館
見
学
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
！

 
晴
天
に
恵
ま
れ
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
た
果
汁
グ
ミ
を
お
や
つ
に
、
お
仲
間
の
事
前
情
報
に
耳
を

傾
け
つ
つ
、
車
窓
か
ら
の
景
色
に
プ
チ
旅
行
気
分
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
図
書
館
に
巡
り

会
え
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
そ
の
も
の
！
本
当
に
楽
し
く
美
味
し
い
お
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

 
お
仲
間
の
言
葉
「
ほ
っ
と
す
る
場
所
だ
な
あ
」
そ
の
も
の
、
そ
こ
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
お

時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

 
も
み
わ
広
場
（
疑
問
や
課
題
を
「
も
ち
よ
り
」、
そ
の
解
決
方
法
や
展
望
を
「
み
つ
け
」、
気

付
き
や
発
見
を
図
書
館
に
集
う
市
民
の
み
な
さ
ん
と
「
わ
け
あ
う
」
）
は
市
民
と
共
に
元
気

で
素
敵
に
育
て
て
行
き
た
い
と
あ
り
ま
す
。

 
午
後
一
番
に
来
館
、
既
に
多
く
の
市
民
の
方
々
が
個
々
の
場
所
を
持
た
れ
て
お
り
、
読
書
や

調
べ
も
の
に
お
喋
り
ま
で
が
図
書
館
内
の
景
色
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、
ど
れ
ひ
と
つ
邪
魔

を
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
市
民
の
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
達
の
意
見
を
も
取
り
入
れ
て
生
か
し
、
多
く
の
市
民
の
集

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
事
に
な
る
ほ
ど
と
納
得
す
る
と
と
も
に
感
心
致
し
ま
し
た
。

 
退
館
時
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
際
に
は
、
利
用
者
の
市
民
の
方
に
「
お
撮
り
し
ま
し
ょ

う
か
」
と
親
切
に
お
声
掛
け
頂
い
た
上
、
図
書
館
の
ネ
ー
ム
を
一
緒
に
写
す
と
記
念
に
な
り

ま
す
よ
と
ア
ピ
ー
ル
、
ご
自
慢
の
図
書
館
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
伺
い
知
れ
ま
し
た
。 

我
が
五
領
に
も
是
非
皆
で
集
え
る
広
場
を
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

 Ｃ
．
Ｙ

 
 


